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博報堂ＤＹメディアパートナーズ、 
IP コンテンツの著作権をブロックチェーンで管理する「IP Ledger」を開発 

〜dApps ゲームへの IP コンテンツ開発の促進を⽬指す〜 
  

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：⽮嶋弘毅 以下、博報堂
ＤＹメディアパートナーズ）は、dApps プロダクト開発チーム「PlayAsset」内で、コンテンツの著作権を管理し、コンテン
ツが利⽤されるたびに著作料が IP ホルダーに還元されるシステム「IP Ledger」を開発いたしました。 

※IP=Interllectual Propery, 知的財産権の略称 

 

 
 

ゲームの中にブロックチェーン技術を組み込んだ dApps ゲームと呼ばれるゲーム群は、ゲーム内のキャラクターやアイテム
が資産性を持つため既存のゲームとは異なるゲーム体験を提供できる⼿法として注⽬されています。2019 年内に複数
の dApps ゲームが市場に投⼊される予定もあり、今後市場が盛り上がり、ソーシャルゲームの発展と同様に IP コンテン
ツが dApps ゲーム市場に参⼊してくることが考えられます。 

dApps ゲームはブロックチェーン技術を使⽤しているため、ゲーム開発の拡張性が⾼く、ゲーム内のキャラクターやアイテ
ムが全く別のゲームでも使⽤できるという特徴を持っているのですが、コンテンツの著作権管理や会社間での収益分配の
取り決めなど、現実的な問題が障害となり実装まで到達する事例が少ないというのが現状です。また、IP ホルダーからは、
２次流通市場で⾃社の IP コンテンツが勝⼿に売買され、運営の⼿が届かない別のゲーム上で⾃由に使⽤されるのでは
ないか、という懸念が挙げられています。 

 
そこで、博報堂ＤＹメディアパートナーズは、IP コンテンツの著作権を安全に管理することで参⼊ハードルを下げ、２次

流通市場での取引のトラッキングが可能なシステムとして、「IP Ledger」を開発しました。「IP Ledger」に IP コンテンツ
が登録されると、著作権トークン(NFT)が発⾏され、この権利を購⼊した dApps 開発者は、購⼊した IP コンテンツを、
⾃ら開発した dApps ゲーム内で発⾏＆運営することが可能になります。発⾏された IP コンテンツのブロックチェーン上で
の取引を追跡するために技術開発した「ProxyContract」が、売買の監視と売買⼿数料の⼀部を著作料として IP ホル
ダーに⽀払う処理を⾏います。 

 
「IP Ledger」は IP コンテンツの著作権が安全に管理され、著作料が半永久的に IP ホルダーに戻っていく仕組みを提供
します。これにより dApps ゲーム市場への IP コンテンツの流⼊を促し、⾃由なコンテンツ開発の機会が⽣み出すことで、
dApps の世界が⽣活者に広がっていくことに貢献します。 
 

今後は、博報堂ＤＹメディアパートナーズがアニメなどの⽇本のコンテンツ産業に関わってきた経験と、所有するコンテン
ツを活かし、「IP Ledger」の実証実験を⾏いつつ、IP コンテンツの発⾏と dApps ゲームへの組み込みをビジネス化すべ
く、事業を推進していきます。 
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＜PlayAsset ニュースリリース＞ 
https://www.hakuhodody-media.co.jp/newsrelease/service/20190903_26389.html 
 
【本件に関するお問い合わせ】 
博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報室 ⼭崎・⼭碕 TEL: 03-6441-9347 


